かまど 

と 事業 を 遂行した 巨人の ヴァ イタル フォ— スの 竈 か 

ほとばし 

ら 迸 る 火花の 一 片ー 一片と して、 こういう 些細な 事柄 

も いくらかの 意味が あるので はない かと 思われる ので 

ある。 

四 

子規の 家から 不折 氏の 家へ 行く 道筋 を 画いて 教えて 

くれた ものが 唯一 の 形見と して 私の 手許に 残って いる。 

とうし しゅけい 

それ は 子規 氏の 特有の 原稿用紙 (唐紙？ に 朱鄞、 十 

八 行 二十 四 字) いっぱいに 画いた 附近の 略 地図で ある。 



かなり 明確に 保存され ていた 根 岸の 地理の 一 つの 映像 

として これ も 面白い ものの 一 つで あろうと 思う。 この 

辺 も 区劃整理で 昔の 形が 消えて しまう かどう か 知りた 

いもので ある。 

今 久し振り にこの 図 を 取 出して 見て いると 三十 年 前 

の 子規 庵の 光景が ありあり と 思い出される。 御 院殿坂 

に 鳴く 蜩 の 声 や 邸 後 を 通過す る 列車の 騒音 を 聞く よ 

うな 心 持が する。 

(昭和 三年 九月 『日本 及 日本人』) 
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